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　【目的】現在、ダイエットの失敗による拒食症、過食症に悩む女性が多いという。ファ

ッションへの意識の高まりに乗じて、着手である現代女性は作り手の要求する身体サイ
ズ・ラインに脅迫されているのである。しかし、現代社会において値段・手間・センスを

考慮すれば、日常着は既製服を着るのは当然であろう。この現状を理解しつつも、現代女

性がl脅迫観念1からの解放を提供できないものだろうか。

　【方法】和服を着る手順の中で、つかの間でも身体サイズ・ラインの「脅迫観念」を:解消
することが可能である。ところが現状の和服はフォーマル化・高級化し、作り手の技術・

芸術性ばかりに焦点があたる。本作品では、着手である現代女性の気分を重視する和服の
イメージ図を提案し、和服をより身近な衣服に感じさせる。

　【結果・考察】日本において、‘洋服’と呼ばれる現代の服が一般女性に普及したのは戦

後である。既製服の向上、女性の社会進出など様々な要因が重なってのことであろうが。
とにかく。日本女性は和服を脱ぎ‘洋服’になじんでしまった。その結果、和服の特長は

短所にしか見えなくなる。例えば、身体の形態をかたどった鞘に身体をすべりこませるだ
けの現代服とちがって、和服には、着手が自分自身の身体の凸凹に従っで布’を紐で固

定していく手順がある。ところがその手順は手間と時間のかかるものとして敬遠されてし
まった。だが、一人ひとり異なる着手の身体に柔軟に対応する和服は、それを着る手順の

中で、着手は自分の身体が衣服に受け入れられていく様を実感でき、f脅迫観念jから解放

することができるのだ。
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　新しいミレニアムを迎え、各国は世界化の中でより普遍的な生活様式になっている。特に服飾は、

‘世界に通用するメッシンジャー'の役割を目指す傾向を強めている中、欧米中心の思考から離れ、各民

族の情緒を西洋服飾に再現する動きが、世界化の時代におけるファッション哲学になっている。そのた

め、最近のファッションにアフリカやアジア風の要素が多く見られる一方、各国伝統の工芸技法などを

応用したエスニック・ファッションが、絶えずファッションの中心を形成してきた。

　過去数十年におけるファッションの流れを考察して見ると、日本デザイナーたちが世界に進出し成功

をおさめたのは、韓国ファッション・デザイナーたちにとってたいへん肯定的剌激になっただけでな

く、無限な可能性のもつ世界を開いてくれるきっかけにもなった。従ってこれから‘韓国の美'を世界化

するためには、創造的で現代的なファッション・デザインの開発により関心を持ち、伝統美を活用する

研究姿勢が必要であると思われる。

　本研究は、韓国伝統のパッチワークを題材にし、その伝統的技法が、どのように西洋服飾に表現され

ているのかを考察することにより、韓国の文化的伝統やそのアイディアを採り入れたファッション・デ

ザインを開発するための土台になることを目的にしている。

　研究方法としては、韓国の伝統美やパッチワークに関する国内外の単行本や刊行物、学位論文などを

参考に理論的考察をした後、実際にファッション雑誌やビデオ、インターネットなどでその対象となる

デザインを選別し、分析を行うつもりである。
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